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ユ
ニ
ケ
の
調
剤
シ
ス
テ
ム

事
業
は
、
患
者
の
健
康
を
支

え
、
保
険
薬
局
の
薬
剤
師

や
事
務
ス
タ
ッ
フ
の
負
担

軽
減
と
よ
り
高
度
な
医
療

提
供
が
行
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
薬

局
経
営
を
支
援
す
る
シ
ス
テ

ム
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。

　

電
子
薬
歴
・
レ
セ
コ
ン
に

関
し
て
は
、
業
務
の
効
率
化

と
ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
よ
っ
て

薬
局
の
価
値
創
出
を
目
指
し

た
電
子
薬
歴
レ
セ
コ
ン
一
体

型
シ
ス
テ
ム
「
Ｐ
‐
Ｃ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
ｎ
」、
そ
し
て
利
用
実
績

が
豊
富
で
高
機
能
な
Ｐ
‐
Ｃ

Ｕ
Ｂ
Ｅ
ｎ
の
レ
セ
コ
ン
機
能

と
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
薬
歴
を

連
携
し
た
「
Ｐ
‐
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

＋
ｇ
」
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
Ｐ
‐
Ｃ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
ｎ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

提
供
開
始
さ
れ
た
の
が
「
Ｐ

‐
Ｐ
Ｏ
Ｓ　

Ａ
Ｉ
薬
歴
入
力

オ
プ
シ
ョ
ン
」
で
、
大
石
社

長
は
「
投
薬
時
に
服
薬
指
導

の
会
話
を
録
音
・
文
字
起
こ

し
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
で
薬
歴
作

成
・
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
分
類
す
る
と

い
う
、
今
ま
で
に
な
い
画
期

的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
」

と
自
信
を
示
す
。

　

ユ
ニ
ケ
は
一
昨
年
、
保
険

薬
局
向
け
レ
セ
コ
ン
お
よ
び

電
子
薬
歴
の
国
内
最
大
の

シ
ェ
ア
を
持
つ
Ｅ
Ｍ
シ
ス
テ

ム
ズ
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
電
子
薬

歴
「
ス
マ
ー
ト
薬
歴
Ｇ
ｏ
ｏ

Ｃ
ｏ
」
な
ど
保
険
薬
局
支
援

シ
ス
テ
ム
の
グ
ッ
ド
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
（
東
京
港
区
、

以
下「
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
」）

も
、
同
じ
く
Ｅ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

ズ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
グ

ル
ー
プ
の
技
術
力
を
結
集
し

て
新
た
な
価
値
創
造
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
「
Ｐ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｓ　

Ａ
Ｉ
薬

歴
入
力
オ
プ
シ
ョ
ン
」
は
、

別
掲
の
よ
う
に
数
々
の
特
徴

を
有
す
る
が
、
料
金
体
系
も

（全面広告）

　電子薬歴レセコン一体型システム「Ｐ‐ＣＵＢＥｎ」のオプショ
ンとして、６月末から提供を開始したＳＯＡＰ指導文自動生成機能
「Ｐ‐ＰＯＳ　ＡＩ薬歴入力オプション」は、医療現場での関心が高
まっているＡＩ（チャットＧＰＴ）を活用しており、薬歴を速く、効
率的に作成することが可能で、薬歴の記入時間を大幅に削減すると共
に、薬歴の質の向上も実現する。
　「Ｐ‐ＰＯＳ　ＡＩ薬歴入力オプション」は、①投薬と同時に薬歴
の大部分（下書き）の入力が完了する②会話内容が記録（録音・文字
起こし）される③患者への指導や会話に専念できる（メモを取る必要
がない）──というメリットを有する。
　チャットＧＰＴを活用して患者との対話を録音。生成ＡＩによる文
字起こしを行い、処理内容や前回の処方内容を考慮したＳＯＡＰ指導
文を自動生成する。そして生成したＳＯＡＰ文は薬歴への引用も行
え、文字起こしした内容を、そのまま薬歴へ引用することも可能。

　

保
険
薬
局
向
け
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
・
販
売
の
ユ
ニ

ケ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
リ
サ
ー
チ
（
東
京
港
区
、
以
下
「
ユ

ニ
ケ
」）
は
、
１
９
８
５
年
の
設
立
以
来
、
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
通
し
て
顧
客
の
満
足
を
超
え
た
感
動
を
提
供

し
、
社
会
貢
献
お
よ
び
関
係
者
や
社
員
の
幸
せ
を
願
う

と
い
う
経
営
の
基
本
理
念
『
人
・
夢
・
創
造
・
貢
献
』

の
実
現
に
向
け
邁
進
し
、
今
年
で
40
周
年
を
迎
え
た
。

先
ご
ろ
新
た
に
提
供
を
開
始
し
た
「
Ｐ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｓ　

Ａ

Ｉ
薬
歴
入
力
オ
プ
シ
ョ
ン
」
は
、
薬
歴
作
成
業
務
に
費

や
す
時
間
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
画
期
的
な
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
早
く
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、
大
石
憲
司
社
長

は
「
こ
れ
か
ら
も
薬
剤
師
が
専
門
性
を
生
か
し
、
本
業

に
集
中
で
き
る
よ
う
、
薬
局
Ｄ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
各
種

支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
続
き
提
供
す
る
と
共

に
、
独
創
的
な
新
製
品
の
開
発
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
」
と
す
る
。

間
）
が
圧
倒
的
に
効
率
化
さ

れ
、服
薬
指
導（
対
人
業
務
）

に
集
中
で
き
る
環
境
を
創
り

出
す
。

　

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
方
式
に
沿
っ
て

薬
歴
を
記
載
す
る
際
は
、
患

者
の
主
観
的
な
情
報
や
客
観

的
な
情
報
、
薬
剤
師
と
し
て

の
分
析
や
見
解
な
ど
を
記
載

す
る
の
が
重
要
と
な
る
。
同

オ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
録
音
の

ポ
ー
ズ
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
録

音
ポ
ー
ズ
の
状
態
で
患
者
が

帰
っ
て
か
ら
ポ
ー
ズ
を
解
く

と
、
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
録

音
で
き
る
。
薬
剤
師
が
〝
五

感
〟
で
感
じ
た
こ
と
を
喋
っ

て
、
そ
れ
を
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
に
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
に
落

と
さ
れ
る
前
の
文
字
起
こ
し

デ
ー
タ
が
残
る
た
め
、
前
回

ど
う
い
う
よ
う
な
会
話
で
薬

歴
に
な
っ
た
か
を
、
他
の
薬

剤
師
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
大
き
な
特
徴
と
い
え

よ
う
。

　

新
た
な
オ
プ
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
薬
局
数

は
、
既
に
６
月
時
点
で
二
桁

に
達
す
る
ほ
ど
数
多
く
な
っ

て
い
る
そ
う
で
、、「
手
入
力

で
薬
歴
入
力
し
て
い
た
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
は
『
も
う
こ
れ
が

な
い
と
薬
歴
が
書
け
な
い
』

と
か
、
中
に
は
『
自
分
が
書

く
よ
り
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
方

が
、
素
晴
ら
し
い
薬
歴
だ
』

と
言
う
人
も
い
る
」（
同

社
）
な
ど
、
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。

40周年迎えたユニケソフトウェアリサーチ

ＡＩ薬歴入力の新たなサービス開始
薬
局
業
務
効
率
化
を
徹
底
サ
ポ
ー
ト

〝
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
指
導
文
〟が
自
動
生
成

「
Ｐ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｓ　

Ａ
Ｉ
薬
歴
入
力
オ
プ
シ
ョ
ン
」

運
用
イ
メ
ー
ジ

〝
戦
略
的
〟
な
設
定
と
い
え

る
。
例
え
ば
薬
歴
３
台
構
成

の
場
合
、
月
額
９
０
０
０
円

（
１
台
目
５
０
０
０
円
、
２

台
目
以
降
は
２
０
０
０
円
ず

つ
）
で
、
最
大
で
月
額
２
万

円
と
い
う
設
定
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
大
石
社
長
は
「
実

は
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
が
１
年

半
の
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を

繰
り
返
し
た
結
果
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
技
術
等
を
引
き

継
い
だ
形
（
ス
キ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ー
）
で
、
ユ
ニ
ケ
と

し
て
の
開
発
期
間
は
実
質

４
カ
月
で
済
ん
だ
。
開
発
工

数
が
相
当
少
な
い
こ
と
で
、

価
格
に
も
反
映
で
き
た
」
と

す
る
。

　

薬
局
薬
剤
師
の
日
々
の
業

務
の
中
で
も
、
薬
歴
へ
の
記

載
は
特
に
多
く
の
時
間
が
割

か
れ
る
。
多
く
の
薬
剤
師
は

患
者
と
の
会
話
を
メ
モ
に
残

し
、
い
わ
ば
隙
間
時
間
で
薬

歴
入
力
を
行
う
こ
と
が
多
い

の
も
現
状
だ
ろ
う
。
同
オ
プ

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
服
薬

指
導
時
に
録
音
し
た
会
話
を

生
成
Ａ
Ｉ
で
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
に
す

る
わ
け
だ
が
、
投
薬
と
同
時

に
薬
歴
の
大
部
分
（
下
書

き
）
の
入
力
が
完
了
す
る
の

が
特
徴
で
、
業
務
負
担
（
時

グ
ル
ー
プ
連
携
で
新
価
値
を
創
造

　

今
回
の
Ａ
Ｉ
薬
歴
入
力
オ

プ
シ
ョ
ン
も
そ
う
だ
が
、

ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
は
今
後
も

Ｅ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
ズ
グ
ル
ー
プ

の
技
術
力
を
結
集
し
た
新
た

な
価
値
提
供
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
。
各
社
が
持
つ
薬
局

Ｄ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
支
援
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
・
提

供
に
関
し
、
大
石
社
長
も

「
グ
ル
ー
プ
の
〝
い
い
と
こ

取
り
〟
で
は
な
い
が
、
Ｅ
Ｍ

の
開
発
力
、
グ
ッ
ド
サ
イ
ク

ル
の
開
発
力
、
そ
し
て
ユ
ニ

ケ
の
開
発
力
は
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
が
あ
り
、
そ
れ
を
各
社
が

お
互
い
に
相
互
融
通
で
き
る

点
が
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
」
と
強
調
す
る
。

　

例
え
ば
こ
れ
ま
で
も
、
ユ

ニ
ケ
が
販
売
し
て
い
る
「
Ｐ

‐
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
＋
ｇ
」
は
、
利

用
実
績
が
豊
富
で
高
機
能
な

Ｐ
‐
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
ｎ
の
レ
セ
コ

ン
機
能
と
、
グ
ッ
ド
サ
イ
ク

ル
の
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
薬
歴

を
連
携
し
た
商
品
で
、
薬
局

内
業
務
だ
け
で
な
く
在
宅
の

場
面
も
含
め
、
薬
剤
師
業
務

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
薬
局
と
し
て
は
投

薬
・
服
薬
指
導
後
の
患
者

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
重
要
と

な
る
が
、
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル

が
販
売
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
自
動
化
と
よ
り
深
掘
り

し
た
患
者
対
応
を
可
能
と

す
る
ツ
ー
ル
「Follwcare

（
フ
ォ
ロ
ー
ケ
ア
）」
は
、
ユ

ニ
ケ
が
作
っ
た
「
フ
ォ
ロ
ナ

ビ
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
埋
め

込
み
、
合
体
さ
せ
た
。

　

大
石
社
長
は
「
各
社
の
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
享
受
で
き

る
、
お
互
い
の
優
れ
た
部
分

を
提
供
し
合
え
る
と
い
う
体

制
は
、
他
に
な
い
大
き
な
特

徴
。
シ
ス
テ
ム
面
だ
け
で
な

く
、
昨
年
末
か
ら
は
ハ
ー
ド

面
に
関
す
る
物
流
も
一
本
化

し
、
効
果
を
見
せ
て
い
る
。

今
後
も
各
社
連
携
し
、
質
の

高
い
医
療
提
供
の
実
現
や
薬

局
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
す
る
。
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•
•
•
•
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大
石
社
長


